





































































































































にがんばってきた 30 代を超え、40 代になると自分自身の評価もある程度できるようになってくる。
リストラや減給、単身赴任など、お父さんやお母さんを取り巻く環境は近年悪化の一途である。親
がゆとりを奪われると、子どもたちにゆとりを持って接することができなくなるのは、ある意味仕
方ない部分もある。離婚率が少しずつ上昇する中、養育環境に悪影響が及ぶこともある。なんらか
の事情で、朝晩のご飯も満足に食べない子どもたちがいたり、親の仕事の都合で親子のすれ違いが
多く、ほとんど子どもたちだけで生活しているといってもいい家庭もある。
　また環境として、長期にわたり親、特に父親が不在な場合（出航や単身赴任）などにおいては、
母親の不安定さが子どもたちに影響を与え、それが登校しぶりや不登校につながったケースもる。
あらためて家庭の意味が大切であることがわかる。
４）それまで水面下にしか見えなかったいじめの存在が、一気に表面化する。いじめにいたる原因
はさまざまだが、実にいろんなことがきっかけでいじめがうまれる。「成績がいい」、「体格（他人よ
り大きい、小さい）」、「家庭環境（裕福である）」、本人特有の癖などがきっかけとなることもあれば、
力の強い生徒により、周期的に誰かがターゲットにされる形でいじめが広がることもある。後者は
特に女子の場合に多く、特別な理由はなく「ある日突然」ターゲットになってしまので、ターゲッ
トにされた生徒は対処の仕方がわからず困惑する。そしてそれを見ていたターゲット以外の生徒は、
「次のターゲット」なることを恐れ、強い子に従わざるをえない。このようなケースは、中学校でい
きなり経験するのではなく、小学校の高学年で初めて経験した生徒も多い。
５）リストカットなど自傷行為が広がる。「死にたい」という悩みは小学校ではほとんど見られない
が、中学校になって増える。一種の流行的に広がりを見せるものもあれば、何かに悩んだり不安を
感じたときに、「自分を落ち着かせるために」に自傷行為に及ぶケースもある。悩みや不安については、
自分自身のこと（性格や将来、人間関係など）もあれば、家庭環境（前述の３）の場合もある。リ
ストカットは跡が残るのでいやだと思う場合は、つめなどで体の一部を傷つけるケースもある。死
ぬことを身近に感じているケースもあれば、そうでないケースもあるが、注意を要する。
６）不登校が増える。この場合も原因は実に多様である。両親の離婚や不仲がそのきっかけと思わ
れるケースもあれば、親が不登校をある程度容認してしまう場合もある。「無理して行かなくてもよ
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い」「自分（あるいは他の親戚）も不登校だった」など、親が容認してしまうと、登校へのハードル
がかなり高くなる。また、愛着形成に問題があると思われる場合もある。「小さいころ手がかからな
いいい子だった」という親からの評価が比較的共通している。手がかからないことを良いと考える
のは親の都合であるが、小学校までは、それで何とかつり合いがとれていた。しかし、中学校に入り、
自我が芽生える中で、さまざまなことに疑問が生まれ、これまでの親の言動が疑わしく思われたり
することも珍しくない。子どもが成長し変化するにもかかわらず、親が変わらなかったり、子ども
の成長を認めようとしないと、少しずつギャップが広がる。しかし、このことを通して親が悩み苦
しむ中で、次第に成長することも珍しくないのであり、長い目で見ると「不登校」を通して、親子
が生まれ変わり成長することはプラスの面もないわけではない。しかし、なかなか先の見えない人
生ではゆとりを持つことは難しいので、徐々に追い詰められていく。時には絶望的な気持になり「死」
を考える保護者もいるので、楽観だけではすまされない。不登校の保護者との関わりは長期化が予
測されるので、関わる側もその覚悟をきめ、ゆとりをもって接することが求められる。
７）反社会的問題行動が増える。これもきっかけはいろいろあるが、ベースには家庭環境に問題が
あると思われるケースが多い。そのような場合、子どもへの申し訳なさから子どもに必要以上に気
を遣い、小学生まではなんとかそれでも子どもをコントロールできたが、次第にそれができなくなり、
戸惑ってしまうことも少なくない。家庭という小さな社会（ヒエラルヒー）の頂点が子どもになり、
時には子どもが家庭を支配するような場合もある。
２．児童、生徒たちの想い
　①知りたい　
「自分は友人や親にどう思われているのか？」
「自分はこの家（族）で必要だと思われているのかな？」
「自分はがんばっているつもりだけど、親は（先生は、いろんな人は）私ががんばっていると思って
いるのか？」
　自分が相手にどう思われているかについては、私たち大人だってとても気になるのであるが、子
どもたちを相手にした時に、「そんなことは言わなくてもわかっている」とつい言葉を省略してしま
うことがしばしばある。子どもたちに対しては「言葉でちゃんと言わなきゃわからない」といいな
がら、大人が省略している場面が往々にしてある。しかし、小さければ小さいほど大人たちに聞く
ことができない。だからいつも心のどこかでいろんな小さな「？」がうごめいている。
　「ねえ、ちゃんと教えて（言って、伝えて）よ！」これが子どもたちの想いではないか。
　②わかってほしい、認めて欲しい。
「自分は中学時代不登校だったけど、何とかがんばっている。でもいつも『がんばれ！』といわれる。
まだ、これ以上がんばらなきゃいけないの？」
「中学時代、勉強はできなかったけど、高校入って初めて『できる』ことが気持ちいいってわかった。
でもなかなか家族も友人も認めてくれないんだ。一回いい成績とるとそれが『あたり前』になって、
できないと怒るんだ。本人は励ましてるつもりだろうけど。」
「先生は、いじめられているのに、無理やり解決しようとする。俺はいじめられたのに、どうして俺
ががまんしなくちゃいけないの？どうして俺の話の内容は聞かないの？なんでも俺が悪い。事情聴
取のように聞かれるのもいや。いじめられた側の気持ちもちゃんとわかってよ！」　
「大きくなるにしたがって、全然ほめられない。怒られることはあっても、すべてのことが出来て当
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たり前、して当たり前。時にはちゃんとほめてよ。」
「親は私がいい学校に入ることしか考えていない。家でも部活させられてる感じ。話しても、話すだ
け話したら結局は説教。頭が痛いというと『あんたそれしか言えないの？塾行きたくないじゃない
の？』って。私だってきついんだよ！」
　この「わかってほしい」「認めてほしい」という言葉は、短大生もよく口にする言葉である。こち
らは「わかっていない」「認めていない」わけではないのに、子どもたちには逆に伝わってしまう。
これは先の①にも通じる。初頭効果という言葉があるが、相手にどのような言葉・メッセージを最
初に伝えるかで全体の印象が決まってしまうことを考えるならば、やはり最初に「わかっているよ」
「認めているよ」「頑張っているね」ということを伝えるのがいい。しかし、前述のようにどうして
も欠点やできていないことを最初に伝えてしまう。話の後半や最後にいくら認めたり、分かってい
ることを伝えても、なかなかうまく伝わらないのはそのためであり、親子の感じ方のズレがここに
ある。「話し方や聞き方を変えるだけでずいぶんと親子関係が変わりました。」と言われるが、これ
も大切な視点である。
③素直になりたい、自分らしく振る舞いたい。
「反抗的な態度を貫くのも実は結構大変、ホントは素直になりたい。」
「本当は、先生にも自分の想いを伝えたい（でもなかなか言えない）。」
「面倒くさい」　
　素直であることが少し格好悪い世代になると、なかなか素直になれずに、逆の態度をついついとっ
てしまう。反社会的問題行動を起こしたりする子どもたちの中には、このような想いを抱いている
子どもたちも珍しくなく、また、①や②のようなことを確かめるために反対の行動をとり、その対
応や言動を見ていることも多い。
３．児童や生徒を取り巻く環境
①社会全体のゆとりのなさ。小さい時から、忙しくゆとりがない。このことは、親のゆとりのなさ
にも通じる。
　「小さい頃は手がかからなかった」と前述したが、子どもが小さい頃は手がかかるのが普通である。
しかし、「手がかからない」のが普通だとしたら、手がかかることは大変苦痛なはずである。逆に「手
がかかる」のが普通であれば、子どもの成長とともに苦痛よりも喜びが増える。本来手がかかるは
ずの時期に手がかからないのは、親のゆとりのなさを感じた子どもたちが、彼らなりに生きる方法
として、やむを得ず選択した本能的態度であり、やはりどこかでは満たされずにいたのではないか。
しかし、社会が全体的にゆとりがない今、やはり子育てそのものが「大変な」ものになってしまい
がちである。祖父母など、周辺の力を借りることができる人はまだいいが、そういった資源を活用
できない人にとっては、子育てはとても苦痛なものとなり、疎外感や孤立感から子どもと上手に正
面から向かい合えなくなることもある。
　また、離婚や両親の不和で保護者の関わり方のバランスが偏っていたり、単身赴任などで、親の
どちらかが不在であることが、家庭のバランスに影響を与えることもある。両親がいても、ほとんど、
家事の大部分を母親が行う現状をみると、家庭で母親が思い悩み苦しんでいる現状がある。そんな
母親を見て、申し訳ないと思い、期待に応えたいと思うが、なかなか期待に応えることができない
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で悩み苦しむ子どもたちもいる。
　仕事が忙しい、親も大変（病気、離婚、リストラ…etc）、といった理由から、本来安心できる大
人に囲まれて生きていた子どもたちもどこか「孤独」に生きざるをえない。今は、社会や大人に全
体的にゆとりがないことが、子どもたちを知らず知らずのうちに追い込んでいるのではないか。
　②いまだに続く幻想（勝ち組、負け組）　「勝ち組、負け組」と言葉が流行語になったのは数年前
であるが、勝ち組にならないと人間的にだめな人間であるような風潮があるのは依然として存在す
る。何が勝ちなのか、本当の幸せとは何かが、その本質が見失われているのではないか。
　人に優しく、自分を認めることができ、親や祖父母、周囲の人々に感謝することができ、自分の
力でお金を稼ぐことができるなら、それは幸せではないのか。有名学校や進学校に進み、一流企業
に就職することが幸せであるという考え方が、まったく否定されるべきとまでは思わないが、幸せ
の意味合いは実は人それぞれであるということに、私たち大人が気づき子どもたちと共有しない限
りは、小さいうちから子どもたちがそのような幻想に影響を受け続けることになる。
４．子どもたちに伝えるべきものは何か
　無限の可能性を秘める子どもたちが、年齢を重ねるごとに、だんだん元気がなくなり、生きるの
がつらくなり、何のために生きるのがわからなくなるのはなぜだろう、そう考えてずいぶん時間が
経つが、いまだにその答えを探しているのが実情である。
　「自分らしく生きること」とは何か。
　他人がいるから自分にはいろんな意味があることがわかる。他人なくして自分は成り立たない。
そう考えるなら、「他人のことをわかることを徹底して教える」ことがとても大切であり、小さいこ
ろから小中学校までは、「他人のことを理解することを徹底して教える」ことがとても重要ではない
か。もちろん、そう簡単に他人のことはわからない、だから難しいのであるが、「わからない」と思
い悩みながら、「わかろうと努力する」ことに意味があるのであり、そのことが重なることで相手と
の信頼関係ができるのではないか。親子関係、友人関係、恋愛関係、職場の人間関係、夫婦の関係。
これから先にいろんな「関係」が待っているのであれば、「関係」を作りあげるために必要なものを、
体験を通して理解させることがとても大切である。
5．最後に
　「子どもたちのことがわからない。」「どうすれば子どもたちのことを理解することができるので
しょうか？」
　そういう相談はとても多い。親として教師として、子どもたちと向かい合う時、このような想い
をした経験がある人は少なくないのではないか。
　講演会などでこういった質問や相談があれば、次のようなメッセージを伝える。
　「自分が小さかった頃を思い出して、今の子どもたちの気持ちを想像してほしい。息苦しかった少
年時代、青年期にどうやって自分と向かい合ってきたのかを想像してみると、決して教科書的な模
範的な解答だけではなく、時には弱気で、時にはずるがしこくて、時には悪い自分もいたことを思
い出せるはず。それがわかると、子どもへの接し方にも少しゆとりが出てくるのでは。」
　筆者も、子どもたちの心が、気持ちが、まだまだわからない。だから一人でも多くの子どもたち
や保護者と話をしたり相談を受けながら、何とか少しでも解りたいと努力したいと考える。
　先に述べた「関係」を作り出し、維持するには、こういった努力が必要であり、それには何一つ
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例外はないのではないかと思う。自分が絶対的な存在であると考え、自分だけが正しく、自分以外
は認めないと考えるなら、そこには「関係」は存在しないのであり、一時的には「関係」に似た状
態を作り出せてもそれを維持発展させることは難しいのではないか。
　何一つ例外がないという意味は、自分以外のみんなに対して、その人を理解するために努力する
必要があるということである。自分の子どもだから、奥さんだから、学生だから、部下だからなどと、
例外を作って、相手のことを理解しないでいいと考えれば、そこには信頼関係など存在しない。
　簡単そうで地味な作業である「相手の気持ちを考える」ことが、生きていく上でとても大切だと
いうことを子どもたちに伝えるために、今後も、許す限りスクールカウンセラーとして子どもたち
や保護者の声を直接聞いていきたい。
ⅰ当該小学校は、全校生徒が 150 人程度の小規模の学校であるため、集団面接を実施しやすい体制にある。基本
的に 1学年単学級であるスケールメリットを有効活用している。
ⅱ地域差はあると思われるが、やはり「カウンセリング」を受ける子ども＝何か問題のある子、ととらえられが
ちであり、相談に行くこと＝何か悩みがある人と考えるならば、なかなか相談に行くことがためらわれるし、気
軽に行くのはなかなか難しいというのが一般の事情であろう。
